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ご 挨 拶  

 
ご来賓各位 
私が日本本草薬膳
研究会のご来賓各位
 日本本草薬膳学院
入生しか入学せず、
定の専門学校と協力
た。同時に各学術団
しました。現在の在
 また、薬膳教育の
師資格認定試験の勉
プしてきました。 
 わが校の基礎教育
目となっています。
方の作り方、経典著
 教育レベルを保つ
した。 
 教科書は中国中医
 また、計画として
共に、学校の影響も
 本校の第一の方針
第二の方針は国際
医学会と友好関係を
とに合意しました。
 しかし、本校が設
薬膳研究会と契約し
試験を行ないました
以来、試験合格者の
ストに参加し、会長
 昨年、合格者達で
達は大変光栄に存じ
 民政部、国家中医
合わせ、日本での仕
 最後に、中国薬膳
理想を実現するよう
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 千里之行、始於足下 

本草薬膳学院学院長・日本国際薬膳師会会長   劉 海洋 

学院、日本国際薬膳師会を代表し、中国民政部、国家中医薬管理局、中国薬膳 
に心から感謝の言葉を申し上げます。 
は 2002 年東京で設立致しました。当時日本の経済状況はどん底に落ちており、私達の学院は 2 名の新
厳しい状況の中で中医薬膳の教育が始まりました。2003年 1月中部校が開校し、4月に日本の文部省認
し、薬膳コースを日本で正規の学校でスタートすることとなりました。8 月には通信教育も始まりまし
体と友好関係を結び、薬膳の学習会を各地で開きました。努力の結果、今年まで 2回の卒業生を送り出
校生は 100名以上にのぼり、関連している団体の学生も 100人近くになりました。 
普及によって中医学をもっと勉強したいという意欲も高まってきました。そこで、今年から、国際中医
強や、『傷寒論』など経典の勉強も始まりました。教育により学生達の中医専門知識は確実にレベルアッ

内容は中医基礎学、中医診断学、食材学、中薬学、方剤学、営養薬膳学、内科学、弁証論治施膳の８科
2 年間の本科を卒業してから研究科で継続して勉強します。研究科になると、経絡、臨床各科、薬膳処
作の内容を充実させていきます。 
ために、本校は北京中医薬大学、南京中医薬大学、湖南中医学院の教授を顧問・客員教授を招聘致しま

薬大学教科書を参考にし、本校のオリジナルで『中医学』、『食薬学』、『薬膳学』を編集しました。 
、研究科の学習を終了後、各地の卒業生が地元に帰り、日本の各地で分校を増設し、薬膳教育の普及と
拡大していきたいと考えております。 
は、まず、上述のように日本にしっかりした中医薬膳の根をおろすことです。 
舞台でも活躍する学校になることです。準備段階から本校は国際東方薬膳食療学会（香港）と南京自然
結び、学術交流を毎年行なっています。昨年、韓国ヨンザン大学とも契約し、薬膳の教育に協力するこ
特別来賓として、韓国第一回薬膳大会にも出席しました。 
立してから、私たちの仕事に最も支持とご協力をいただいたのは中国薬膳研究会です。2002年 8月中国
てから、本校は会の信頼をいただき、日本で3回の国際薬膳師（士）、2回の国際薬膳調理師の資格認定
。3年間で中国薬膳研究会から 118名の合格者認定を受けました。日本では 2000 年の資格認定試験実施
75％を占めています。2004 年には本草薬膳学院の講師、生徒達が中国薬膳研究会主催の全国薬膳コンテ
を始め皆様の励ましをいただき、良い成績をおさめることができました。 
日本国際薬膳師会を立ち上げました。周文泉会長、沙鳳桐副会長が最高顧問を快諾してくださり、会員
ております。 
薬管理局、中国薬膳研究会のご支持をいただき、私たち学校教職員、日本国際薬膳師会会員一同、力を
事がますます成功していくと確信しております。 
分野の整頓、規範化が、日本薬膳界の発展によい影響を与えること、また、人類の健康、幸福、長寿の
祈念してご挨拶とさせていただきます。 
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。
そ
こ
は
２
０
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Ｃ
Ｃ
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入
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「
病
院
の
食
事
に
つ
い
て
」
―
―
―

の
病
院
は
４
７
０
床
で
栄
養
士
は
３
名
、
そ
の
内
１
名
は
薬
膳
師
で
す
。
医
師

処
方
に
よ
り
薬
膳
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
見
た
黄
色
の
湯
液

？
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―
―
―
あ
れ
は
活
血
化
瘀
の
湯
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で
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、
金
銭
草
等
入
っ
て
い
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す
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症
の
人
は
中
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医
統
合
、
そ
の
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の
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は
中
医
中
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で
す
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中
国
で
は
心
血
管

科
の
患
者
は
多
い
の
で
す
か
？
」
―
―
―
多
い
で
す
。
第
１
位
は
ガ
ン
、
第
２

は
心
臓
で
す
。
日
本
と
同
じ
よ
う
で
す
。「
夕
食
の
時
間
は
？
」
―
―
―
５
時
半

ら
６
時
で
す
。
消
化
器
科
の
脾
胃
の
病
気
は
薬
膳
料
理
が
多
く
出
ま
す
。「
西
洋

と
、
中
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を
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互
使
用
す
る
場
合
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？
」
重
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す
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熱
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台
に
、
椅
子
が
３
０
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課
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華
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を
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け
た
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７
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ラ
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。

在
も
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果
等
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中
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。
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０
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膳
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ニ
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。
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月
２
８
日
午
後
２
時
過
ぎ
、
北
京
中
医
薬
大
学
付
属
東
直

ス
を
降
り
た
。
門
か
ら
病
棟
ま
で
の
道
の
り
を
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い
て
い
る

寮
を
指
し
て
「
あ
そ
こ
の
８
階
に
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い
で

れ
た
。
病
棟
に
着
く
と
２
班
に
分
か
れ
て
見
学
す
る
こ
と
に

河
本
壽
惠
乃 

門
医
院
の
裏
門
で

と
、
劉
先
生
が
学

す
。」
と
説
明
し
て

な
り
、
私
た
ち
の


